



























この節では Lakoff と の考え方を参照しなが










づいていく (approach indefinitely)｣ といったように捉










Lakoff and (2000 : 186197), (2005)
は, ｢数は直線上の点である｣ というメタファーをふ
まえて, こうした ｢限りなく近づく｣ という運動を無
限メタファー (the Basic Metaphor of Infinity) と虚構
移動のスキーマ (fictive motion schema) によって説
明している1)｡ その考え方によると, 我々がすでに持っ













とは, ｢ステージにおける距離 (the distance 




























例えば で表される関数は, が から ま
での値をとったとき, を座標軸とする平面上を





えられる (and Lakoff 1998 : 89)｡ このような
考えは, 日常言語でハイウェイという曲線状のものを
次のように表現するという事実にもとづいている｡
 ａ. High way 101 goes to Los Angeles.
ｂ. After crossing the bay, Highway 80 reaches San
Francisco.
ｃ. Just before reaching the border, that highway
goes through several tunnels.
このような表現では, ハイウェイは “The bus goes to























(Courant and Robbins 1996 : 290)｡ つまり, ｢限りな





















数を用いて定義される (and Lakoff 1998 : 96)｡
Let a functionbe defined on an open interval contain-





means that for every , there exists a such
that






















論法 (definition of continuity)
(and Lakoff 1998 : 96)
A function is continuous at a number if the follow-
ing three conditions are satisfied :

















このような 論法の表現は, ｢近づく｣ といった
動的 (dynamic) な概念を含まない静的 (static) なも
のになっている (Courant and Robbins 1996 : 306,
Lakoff and 2000 : 93)｡ その内容は, 任意にを
取った 軸上の開区間 の中に 
軸上の開区間 を 軸上に写像したの
もの入れることができる, というものである｡ つま












































































































(Lakoff and 2000 : 200)｡
それでは, 論法があれば運動による捉え方は不






























能であるが,) (12b)のように主語を we にして話し手
自身を明示した言い方ができる5)｡
ａ. The bullet train is approaching Kyoto.























	ａ. The highway runs along the shore for a while.













ａ. High way 101 goes to Los Angeles. ＝(2a)
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ｂ. この山麓を, 等高線に沿うように北海道八九号
線, 別名藻岩山山麓通りが走っており, この道






ａ. Vanessa is sitting across the table from me.






ものが考えられる (本多 2005 : 26)｡












 ‘That’s Seven Mile Beach,’ Avery said. ‘One of the
most beautiful and most famous in the world. Sand
as white as sugar. Warm, clear water. Warm, beauti-
ful women.’
Mitch smiled and watched the hotels pass.















ａ. The fence gets higher as you go towards the back
of they yard. (Sweetser 1997)
ｂ. 直樹は思いきって, うすぐらい林のおくへはいっ
ていった｡







 There is a house every now and then through the
valley. (Talmy 1988)
ａ. On the southern outskirts of the city, where the
fields began and the houses became shabbier and
more tumbledown, the ruins of a small amphithea-
tre lay hidden in a clump of pine trees.






例えば, の例は, 次のような ｢知覚者の運動｣ を想
定することによって理解される (本多 2005 : 27)｡






















は不自然である (久野 1973 : 177)｡
ａ. 太郎が学校に着くと, 花子が学校に訪ねて来た｡
ｂ. ＊太郎が学校に着くと, 花子が家に訪ねて来た｡
｢とき｣ とか ｢あと｣ の場合はこのような制限はなく,
次のような例は多少状況が設定しにくいものの(27b)
のような不自然さはない｡
 太郎が学校に着いたとき /あと, 花子が家に訪ね
て来た｡







例えば, 次の例から(31a)と(31b)の二つの ｢と｣ によ
る関係を取り出すことができる｡


















英語には ｢と｣ のような接続詞はないが, when の
一部の用法が ｢と｣ に対応している8)｡ 次の例のよう
に, when が be about to V when / be V-ing when / have
V-en when という形をとる構文で用いられると, 主節
の事態に続いて when 節の事態が生じたという継起関
係を表し, ｢と｣ の構文と同じような解釈になる｡
be about to V when の形：
 Before I could find the peach she had seen overhead
she had pulled the limb down and reached for it. I
was about to help her get it when suddenly she
dropped the peach she was holding and cried out.
(彼女がそれを取るのを手伝おうとすると, 突然
……) (E. Caldwell The Visitor)
be V-ing when の形：
	 Mrs. Miller had finished drying the supper dishes
and was thumbing through an afternoon paper when
she saw an advertisement of a picture playing at a
neighborhood theater. (夕刊をめくっていると,
……) (T. Capote Miriam)
have V-en when の形：

 I had already opened my mouth to call out, “Gigi”,
when suddenly a thick woman waddled over to him
and locked him in her arms. (“Gigi” と叫ぼうと
口を開けると (とたん), 突然……)
(I. B. Singer The Son)
こうした場合, ｢と｣ の構文と同じく when 節は新情
報を表し, 主節の時制と独立した時制を持つ (De-
clerck 1997 : 225227)｡
また, ｢と｣ にはもう一つ ｢とき｣ とか ｢あと｣ と
は異なった特徴がある｡ ｢と｣ を用いたのような例














(scalar implicature) が生じ, 恒常的な存在である裏店
があったりなかったりすることになるからである｡ 久
野 (1973 : 117) によると, 適切な ｢ト｣ 構文の
条件は, ｢と によって表される出来事が, 同じ
観察者によって観察されえるものでなければいけない｣
という｡ この条件によると, ｢と｣ の表す継起関係は
観察者の知覚体験の継起であって事実の継起ではない｡

























第１節でも見たが, Courant and Robbins (1996 : 292)
は, 数列の極限の動的な捉え方について次のように述
べている｡
Our intuition suggests a “dynamic” idea of a limit as
the result of a process of “motion”: we move on
through the row of integers 1, 2, 3, . . ., , . . . and then
observe the behavior of the sequence . We feel that
the approach  should be observable.
ここで は ｢無限に (infinitely) 続く｣
ことを表しており,  は ｢限りなく近づく (ap-
proach indefinitely)｣ ということを表している｡ ｢無限
に｣ とか ｢限りなく｣ といった表現は取りあえず除外
して, ｢近づく｣ という運動が 2.2 節で考察した知覚
体験の継起にもとづく運動記述によってどのように表
されるかを見てみる｡
まず, ある対象Ｔに近づいている場合, Ｔの ｢見え｣
が段々と大きくなっていくことによって近づくことが
知覚体験として捉えられる｡ 従って, ｢Ｔが段々と大
きくなる｣ と言えば, ｢進むと, Ｔがより大きく見え
る｣ という継起関係の連続として ｢近づく｣ という運
動を記述することになる｡ つまり ｢より大きく見える｣
ということは ｢より近くに見える｣ ということである






数列の運動記述では, 例えば 1, 1 /2, 1 /3, 1 /4, ,
1 /,  の場合, 次のように ｢どんどん先に進む｣ と
｢段々小さくなる｣ という二つの運動が並行して用い
られている｡
 As we go out farther and farther in the sequence, the














) ←■←○･ ･ ･
) ←○←■←○･ ･ ･
) ←○←○←■←○･ ･ ･
) ←○←○←○←■←○･ ･ ･
	) ←○←○←○←○←■←○･ ･ ･

) ←○←○←○←○←○←■←○･ ･ ･










(Courant and Robbins 1996 : 290)
｢進むと, より近くに見える｣ という継起関係でも
｢進む｣ という部分を取り出せば, もう一つの運動記













ここで１節の図 1 で言及した Lakoff and 
(2000 : 189)のFIGURE 9.1の一部を取り出してみる13)｡
この図は図10と同じ形をしており, 列の拡張は
進行運動を表し, 列 ｢近さ｣ の減少過程を表して














節では, Lakoff and (2000) の運動にもとづく





1) 虚構移動については次の 1.2 節および 2.1 節で順次
説明して行く｡ 詳しくは, Talmy, L. (1988) や Lakoff
and (2000 : 3739) を参照のこと｡







3) 図1 および後に続く図2, 3, 4, 5, 6 は平井崇晴
氏から提供をうけたものである｡
4) この証明は簡単で, 斎藤正彦 (2002 : 254), 押川・
阪口 (2011 : 177) などにある｡
5) (12b)は本多 (2005 : 34) からの引用｡
6) は Langacker (1990 : 20) の例｡
7) ｢と｣ についてのまとまった記述および議論は, 久
野 (1973 : 114121), 坪本 (1998 : 120133) などに
見られる｡ なお, この節は (中島 2001a, 2001b, 2002)
をもとにしている｡
8) そうした when の用法については Declerck (1997 :
212228), 坪本 (1998 : 134146) が詳しい｡
9) 英語では次の例のように From. . . が知覚体験の継起
を表すことがある｡
i. From the top of the bank, the thousands upon thou-
sand of flickering lanterns floating downstream were
turning the surface of the river red.







ii. From the look of the sky, which was filled with fat
black clouds, there would soon be a thunderstorm.
(M. Ende Momo tr. by J. M. Brownjohn)
10) 知覚体験の継起については植村 (2002) の第三章,
第四章が参考になる｡
11) 図7, 8 は, 中島 (2001b) で用いた図を少し修正
したものである｡ 中山 (2003 : 148149) では, 知覚
体験を ｢印象｣ と呼び, 印象列の拡張として同じよう




















































のものは, ｢語りえないもの｣, ｢つまり, 語りえず示
すことしかできないもの｣ に属すると思うからである｡｣




づく (森毅 『位相のこころ』) のように [dondon] と
いった音でもってアイコニックに表すしか方法がない
のかも知れない｡
13) 図11は, 数列 をもとに作られた
自然数を項の集合に対応させる関数と, 自然数に
項と極限値との距離を対応させる関数とから構成























は全く関与していない｡ これは と とが対応は
しているが二つの独立した運動 (two coordinate tra-
jectors in motion) として定義されているからである
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